








本 田 裕 子
Ⅰ．背景・目的
2005 年 9 月に兵庫県豊岡市において、日本で最初の野生復帰の事例とな
るコウノトリの野生復帰（放鳥）が実施された。その後も継続して実施され、





2006 年 1 月（本田、2006）と 2011 年 1 月（本田・菊地、2011）に実施した。












アンケート調査は、2015 年 11 月 4 日に郵送法により実施した。豊岡
市の協力の下、住民基本台帳より無作為に抽出した 20 歳から 79 歳の男女
1,000 人をアンケート票送付の対象とした。回収数は 539 通で、回収率は
54.0% となった（回収締切日 2015 年 11 月 30 日を設定したが 12 月 25 日
まで返信があった。1,000 通発送したうち、宛先不明での返送が 2 通あり、
998 通内 539 通で計算した）。無作為抽出によるアンケートとしては、回
収率は高かったといえる。なお、以前実施したアンケート調査の回収率は、
2006 年 1 月は 59.4%、2011 年 1 月は 56.9% であり、住民の関心は引き続
き高いことが推察される。なお、豊岡市は人口 84,969 人（2015 年 10 月
末時点の住民基本台帳より）である。
アンケート票は全 30 問、枝問を含めると全 82 問である。内容は表 1 に











































では、60 歳代が最も多く、次に 70 歳代、40 歳代が続いている。性別は、

































豊岡 275 52.1 
日高 116 22.0 
出石 64 12.1 
但東 31 5.9 
竹野 25 4.7 
城崎 17 3.2 














生まれてからずっと 189 35.5 
3 年未満 10 1.9 
3 年以上 5 年未満 6 1.1 
5 年以上 10 年未満 20 3.8 
10 年以上 20 年未満 51 9.6 
20 年以上 256 48.1 
回答者数 532 100 
割合（%） 兵庫県内 豊岡市内 合併前旧市町
おおいに思っている 75.7 71.4 63.4 
少し思っている 10.2 10.5 9.9 
どちらともいえない 11.0 10.3 12.9 
あまり思っていない 1.3 3.6 5.0 
ほとんど思っていない 1.8 4.2 8.9 










勤め人 139 26.0 
無職 94 17.6 
アルバイト・パートタイム 87 16.3 
家事専業 67 12.5 
自営業 58 10.9 
公務員・団体職員・教員 49 9.2 
農業 46 8.6 
学生 6 1.1 
林業・水産業 3 0.6 













認知は 14.5% と低かった。「生物多様性」についての認知は、57.4% であり、
前述の内閣府の世論調査では、「言葉の意味を知っている」と答えた者の割
合が 16.7%、「意味は知らないが言葉は聞いたことがある」と答えた者の割









豊岡市の環境政策に関心があるか 68.4% 31.6% 516
平成 19 年 4 月に策定された「豊岡市環境基本計画」を知っているか 14.5% 85.5% 524
「生物多様性」という言葉を聞いたことがあるか 57.4% 42.6% 524
平成 25 年 9 月に策定された「豊岡市生物多様性地域戦略」を知っているか 15.5% 84.5% 523
平成 24 年 7 月に「円山川下流域・周辺水田」がラムサール条約湿地に登録され













した時期とほぼ同時期の 2015 年 10 月末時点での住民基本台帳を用い、今
回のアンケート回答者を年代別、性別、居住地別それぞれでの属性の構成が、



















































注：有意差が認められた（x2=30.5、有意水準 1%、d.f. ＝ 5）
注：有意差が認められなかった（x2=3.5、d.f. ＝ 5）
注：有意差が認められた（x2=4.9、有意水準 5%、d.f. ＝ 1）
20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 計
回答者 32 6.0% 65 12.2% 95 17.9% 91 17.1% 134 25.2% 114 21.5% 531 100%
非回答者 7220 12.1% 8904 14.9% 10571 17.7% 10453 17.5% 12796 21.4% 9780 16.4% 59724 100%
住民基本台帳人口 7252 12.0% 8969 14.9% 10666 17.7% 10544 17.5% 12930 21.5% 9894 16.4% 60255 100%
男 女 計
回答者 237 44.6% 294 55.4% 531 100%
非回答者 29540 49.5% 30184 50.5% 59724 100%
住民基本台帳人口 29777 49.4% 30478 50.6% 60255 100%
豊岡 日高 出石 但東 竹野 城崎 計
回答者 275 52.1% 116 22.0% 64 12.1% 31 5.9% 25 4.7% 17 3.2% 528 100%
非回答者 31584 52.9% 11975 20.0% 7253 12.1% 3052 5.1% 3348 5.6% 2515 4.2% 59727 100%
















常に意識している 49 9.2 
ときどき意識することがある 230 43.1 
あまり意識しない 190 35.6 
意識したことがない 65 12.2 










実際に野外に生息するコウノトリを目撃した時 216 78.8 
田んぼの近くを通った時 165 60.2 
コウノトリに関して新聞テレビ報道を見た時 148 54.0 
人工巣塔の近くを通った時 129 47.1 
農作業時 26 9.5 
悪天候の時 9 3.3 












93.9% が目撃していた（回答者数 537 人）。つまり回答者の大半がコウノト
リを目撃していることとなる。
目撃頻度や目撃した場所に関しては、表 15・16 の結果となった。目撃頻















目撃あり 131 24.6 
目撃なし 348 65.3 
覚えていない 54 10.1 
回答者数 533 100 
人数 割合（%）
ほぼ毎日 30 6.0 
週に 2 ～ 5 回程度 81 16.2 
週に 1 回程度 97 19.4 
今までに 5 ～ 10 回程度 145 29.0 
今までに 3、4 回 55 11.0 
今までに 1、2 回 50 10.0 
その他 42 8.4 
回答者数 500 100 
表 15　目撃頻度 表 16　目撃場所【複数回答】
人数 割合（%）
田んぼにいた 399 79.6 
空を飛んでいた 348 69.5 
人工巣塔の上にいた 252 50.3 
川の中や近くにいた 202 40.3 
コウノトリの郷公園内にいた 171 34.1 
湿地にいた 92 18.4 
水路にいた 62 12.4 













約 3 割となった。1999 年に開園したコウノトリの郷公園についても、「行っ
たことがある」という割合は 86.2% と高く、「存在を知らない」は 0.7% であっ
たことから、多くの人に認知された施設であるといえる。2009 年に設立さ
れた「ハチゴロウの戸島湿地」については「行ったことがある」という割合





大きいと思った 286 56.9 
嬉しかった 259 51.5 
美しい／きれいと思った 212 42.1 
周囲の景色に溶け込んでいると思った 141 28.0 
希少／貴重だと思った 102 20.3 
めでたいと思った 91 18.1 
驚いた 75 14.9 
懐かしいと思った 40 8.0 
何も思わなかった 31 6.2 
戸惑った／気を遣うと思った 9 1.8 
追い払いたいと思った 2 0.4 
憎らしいと思った 1 0.2 













① コウノトリが絶滅のおそれがあること 89.8% 10.2% － 528
② 豊岡市内においてコウノトリの保護増殖活動が
行なわれていること 95.9% 4.1% － 532
③ 飼育に尽力された松島興治郎氏のこと
（「名前を聞いたことがある」を含める） 60.0% 40.0% － 533
④ 豊岡市内でコウノトリの野生復帰が行なわれて
いること 95.7% 4.3% － 534
⑤ 2015 年夏に千葉県野田市内でコウノトリの野生
復帰（放鳥）が実施されたこと 35.7% 64.3% － 530
⑥ 2015 年秋に福井県越前市内でコウノトリの野生
復帰（放鳥）が実施されたこと 57.7% 42.3% － 530
⑦ 2015 年秋に韓国でコウノトリの野生復帰（放鳥）
が実施されたこと　 60.6% 39.4% － 531
⑧ コウノトリの郷公園に行ったこと 86.2% 13.1% 0.7% 536
⑨ 「ハチゴロウの戸島湿地」に行ったこと 34.8% 56.4% 8.8% 534
次に、野生復帰に関連した質問の結果を述べる。まず野生復帰の賛否であ
るが、「おおいに賛成」が 41.7% と最も多く選ばれ、次に「どちらかといえ




の理由は以下の通りである（表 20・表 21・表 22）。
表 19　野生復帰の賛否
人数 割合（%）
おおいに賛成 223 41.7 
どちらかといえば賛成 193 36.1 
どちらともいえない 97 18.1 
どちらかといえば反対 14 2.6 
おおいに反対 8 1.5 




































































心配する 175 33.0 
心配していない 228 43.0 
何も思わない 127 24.0 
回答者数 530 100 
人数 割合（%）
野生に帰すことが成功するかどうか心配 78 44.6 
農業面での心配（農薬や除草剤を使えなくなる、苗が踏まれるなどの心配） 60 34.3 
鳥インフルエンザ等が発生するのではないか 49 28.0 
周辺の開発ができないのではないか 22 12.6 
日常生活において、コウノトリに気をつかわなければならない 19 10.9 

















自然環境の復元 178 48.6 
観光客の増加 76 20.8 
地域経済の振興 42 11.5 
農業の活性化 38 10.4 
豊岡市としてのまとまり 30 8.2 
その他 2 0.5 
回答者数 366 100 
表 26　野生復帰に対する責任主体
人数 割合（%）
誰も担わなくていい 144 28.9 
豊岡市（行政） 115 23.0 
豊岡市民全体 50 10.0 
県立コウノトリの郷公園 50 10.0 
兵庫県（行政） 41 8.2 
国民全体 29 5.8 
国（行政） 23 4.6 
周辺の住民 11 2.2 
兵庫県民全体 11 2.2 
但馬県民局 8 1.6 
その他 17 3.4 
回答者数 499 100 
ここで、2 つの方法で責任の主体を整理すると、まず住民か行政かについ




















豊岡市民全体 50 10.0% 豊岡市 115 23.0%
兵庫県民全体 11 2.2% 但馬県民局 8 1.6%
県立コウノトリの郷公園 50 10.0%
兵庫県 41 8.2%
国民全体 29 5.8% 国 23 4.6%
誰も担わなくていい 144 28.9%
その他 17 3.4%
合計 101 20.2% 合計 237 47.4% 合計 161 32.3%
豊岡市 兵庫県 国 その他
周辺の住民 11 2.2% 兵庫県民全体 11 2.2% 国民全体 29 5.8% 誰も担わなくていい 144 28.9%
豊岡市民全体 50 10.0% 県立コウノトリの郷公園 50 10.0% 国（行政） 23 4.6% その他 17 3.4%
豊岡市（行政） 115 23.0% 但馬県民局 8 1.6%
兵庫県（行政） 41 8.2%
合計 176 35.2% 合計 110 22.0% 合計 52 10.4% 合計 161 32.3%
野生復帰が成功するために何かする意思（参加姿勢）を質問した結果、意




























環境に配慮した生活を実践する（ごみ減量、省エネなど） 161 52.3 
コウノトリを大事に思うようにする 161 52.3 
農薬をできるだけ使わない／農薬をできるだけ使っていない作物を買う 79 25.6 
コウノトリの生息地づくりに協力する（田んぼ・湿地・里山など） 59 19.2 
コウノトリを活かした経済活動に協力する（コウノトリ関連商品の販売・購入など） 41 13.3 
その他 2 0.6 
回答者数 308 －
人数 割合（%）
おおいに評価する 262 50.4 
少し評価する 134 25.8 
どちらともいえない 68 13.1 
あまり評価しない 9 1.7 
ほとんど評価しない 16 3.1 
わからない 31 6.0 






































































表 32　豊岡市を象徴するもの 表 33　コウノトリのイメージ
人数 割合（%）
かばん 228 42.5 
コウノトリ 215 40.1 
但馬牛 19 3.5 
温泉 15 2.8 
円山川 11 2.1 
盆地 9 1.7 
天候 9 1.7 
日本海 6 1.1 
そば 5 0.9 
カニ 4 0.7 
辰鼓楼 4 0.7 
神鍋高原 4 0.7 
オオサンショウウオ 1 0.2 
スキー場 1 0.2 
田んぼ 1 0.2 
玄武洞 0 0.0 
海水浴場 0 0.0 
その他 4 0.7 
回答者数 536 100 
人数 割合（%）
赤ちゃんを運ぶ鳥 146 27.3 
兵庫県豊岡市 118 22.1 
野生復帰／放鳥 111 20.7 
絶滅危惧種 43 8.0 
自然環境 37 6.9 
大空を飛ぶ 22 4.1 
美しい／きれい 18 3.4 
大きい 16 3.0 
害鳥 10 1.9 
農業／米 4 0.7 
その他 10 1.9 
回答者数 535 100 
表 34　あなたにとっての「コウノトリ」
人数 割合（%）
豊岡市の誇り・象徴・シンボル 227 44.8 
豊かな環境の象徴やバロメータ 92 18.1 
他の生きものと一緒 50 9.9 
かけがえのない生きもの 31 6.1 
豊岡市の活性化の起爆剤 28 5.5 
別に何も思わない 22 4.3 
豊岡市を学ぶ・知るうえでの題材 20 3.9 
経済効果を生み出すもの 10 2.0 
農作物を販売するうえでの付加価値 9 1.8 
世話のかかるもの・面倒なもの 7 1.4 
苗を踏み倒す害鳥 5 1.0 
その他 6 1.2 





































野生の生き物なので仕方がない 423 80.3 
かわいそう／悲しい 158 30.0 
自然環境の整備が必要と感じる 113 21.4 
今まで費やした税金の無駄だと思う 27 5.1 
天敵となる動物を駆除すべきだと思う 26 4.9 
これ以上野生復帰をする必要がないと思う 17 3.2 
行政に責任を感じる 10 1.9 
関心・興味がない 14 2.7 
そもそも野生復帰をしなければよかった 1 0.2 





生息してほしい 414 77.8 
生息してもらいたくない 4 0.8 
どちらでもいい 95 17.9 
関心がない 19 3.6 
回答者数 532 100 
人数 割合（%）
豊岡市の誇り・象徴・シンボルとなるから 135 32.8 
自然環境が豊かであることを示すから 119 28.9 
もともとコウノトリが生息していたから 80 19.4 
豊岡市の活性化につながるから 32 7.8 
コウノトリが見たいから 29 7.0 
経済効果を生み出すから 15 3.6 
その他 2 0.5 













豊岡で生息しているコウノトリがいれば豊岡以外に移動・生息してもかまわない 324 60.9 
豊岡でも豊岡以外でもどちらでもいい 142 26.7 
豊岡でのみ生息してほしいので豊岡以外に移動・生息してほしくない 33 6.2 
関心・興味がない 19 3.6 
豊岡でも豊岡以外でも生息してほしくない 5 0.9 
豊岡以外に移動・生息してほしい 3 0.6 
日本国内には生息してほしくない 0 0.0 
その他 6 1.1 
回答者数 532 100 
表 39　現在の生息数について 表 40　今後の生息数について
人数 割合（%）
多いと思う 89 17.4 
ちょうどいいと思う 207 40.5 
少ないと思う 215 42.1 
回答者数 511 100 
人数 割合（%）
増えてほしい 294 57.5 
現状の数を維持してほしい 205 40.1 
減ってほしい 12 2.3 
回答者数 511 100 
現在のコウノトリの野生下での生息数についてどのように認識しているの
かについて尋ねた。具体的には、アンケート票の質問では、「平成 27 年 10





















はい 92 17.5 
いいえ 115 21.8 
わからない 320 60.7 




被害がまだ発生していないので、現段階で議論する必要はないと思う 202 50.6 
被害を受けた農家への金銭的補償 70 17.5 
何もするべきではない 46 11.5 
捕獲、場合によっては駆除 31 7.8 
関心・興味がない 24 6.0 
その他 26 6.5 




















1 番目 2 番目
人数 割合（%） 人数 割合（%）
生息地周辺の住民 75 14.7 41 8.7 
豊岡市全域の住民 244 47.7 73 15.5 
豊岡市全域の子ども（保育園・幼稚園） 13 2.5 22 4.7 
豊岡市全域の子ども（小学生） 54 10.6 45 9.6 
豊岡市全域の子ども（中学生） 3 0.6 21 4.5 
豊岡市全域の子ども（高校生） 3 0.6 7 1.5 
行政職員 23 4.5 31 6.6 
豊岡市内の農業従事者 25 4.9 69 14.7 
観光業者 2 0.4 12 2.6 
観光客 3 0.6 24 5.1 
国民全体 62 12.1 124 26.4 
その他 4 0.8 1 0.2 


















からない」とする回答も 27.2% であった（表 46）。また、野生復帰のため
の環境教育や啓発活動が豊岡市で行なわれていると思うか、については、「少
し行なわれていると思う」が 42.6% と最も多くなったが、「わからない」と










コウノトリを含む豊岡市内の自然環境 148 30.3 
兵庫県・豊岡市によるコウノトリの保護政策 54 11.0 
コウノトリを活用した地域活性化の取り組み 53 10.8 
今後のコウノトリの野生復帰計画の展望 53 10.8 
コウノトリの生態・特徴 51 10.4 
コウノトリの天敵やコウノトリの生息を脅かす外来種 44 9.0 
コウノトリの飼育数および野生下での生息数 32 6.5 
コウノトリが生息している場所の情報 18 3.7 
水田やビオトープに生息する生きもの 15 3.1 
コウノトリと他の鳥との違いや見分け方 8 1.6 
市民団体によるコウノトリの保護活動 8 1.6 
その他 5 1.0 
回答者数 489 100 
人数 割合（%）
学校の授業の中での学習・体験活動 150 30.8 
紙媒体の広報誌を通じた定期的な情報の発信 91 18.7 
コウノトリに関するイベント・研修会・講習会の実施 81 16.6 
ポスターやチラシ、ステッカーなどを活用した広報活動 57 11.7 
インターネットのサイトを通じた定期的な情報の発信 44 9.0 
生息地整備などのボランティア活動 37 7.6 
コウノトリの見学や観察 26 5.3 
その他 1 0.2 
















京などの都市圏が想定されている（2013 年 8 月 JA たじまでの聞き取りよ










はい 348 66.5 
いいえ 33 6.3 
わからない 142 27.2 
回答者数 523 100 
人数 割合（%）
十分に行なわれていると思う 117 22.3 
少し行なわれていると思う 223 42.6 
あまり行なわれていないと思う 75 14.3 
まったく行なわれていないと思う 6 1.1 
わからない 103 19.7 










し知っている」が 38.5% であった（表 49）。「コウノトリ育む農法」がコウ
ノトリの生息環境の整備に役立つと思うかどうかについては、「少しは役立つ




はい 128 24.2 
いいえ 368 69.7 
存在を知らない 32 6.1 







今回初めて知った 20 4.4 
名前を見たこと・聞いたことがある程度 195 43.0 
どのような農法なのか、少し知っている 175 38.5 
どのような農法なのか、よく知っている 64 14.1 
回答者数 454 100 
人数 割合（%）
おおいに役立つと思う 176 37.5 
少しは役立つと思う 251 53.5 
あまり役立たないと思う 34 7.2 
まったく役立たないと思う 8 1.7 
回答者数 469 100 
人数 割合（%）
コウノトリの生息環境の整備 97 21.2 
農村環境の保全、再生 93 20.4 
豊岡市の PR、宣伝 91 19.9 
環境と経済の両立 90 19.7 
農業の活性化 78 17.1 
その他 8 1.8 







たお米に興味があったから」が 56.9% と最も多く選ばれた（表 52）。購入









無農薬や減農薬で栽培されたお米に興味があったから 70 56.9 
豊岡市の農業を支えたいと思ったから 16 13.0 
コウノトリの生息環境の整備に協力したかったから 15 12.2 
他の人に豊岡市やコウノトリを紹介したかったから 13 10.6 
その他 9 7.3 
回答者数 123 100 
人数 割合（%）
自家消費用 84 68.3 
贈答用 34 27.6 
その他 5 4.1 







要ではない」に 2、「ほとんど重要ではない」に 1 を併記していた）は表 54
に整理した。平均値は、上位が「医療・福祉サービスの充実」「自然災害へ








どもの教育環境の充実」483 人、「雇用の確保・就労支援」485 人、「人口の減少」491 人、「鳥獣被害対策」488
人、「公共交通・道路の整備」493 人、「商工業の振興」484 人、「観光客の増加」489 人、「ごみ・リサイクル制







医療・福祉サービスの充実 3.62 0.59 
自然災害への対策 3.62 0.60 
子どもの教育環境の充実 3.56 0.64 
雇用の確保・就労支援 3.54 0.66 
人口の減少 3.51 0.68 
商工業の振興 3.32 0.67 
公共交通・道路の整備 3.31 0.76 
鳥獣被害対策 3.31 0.77 
農林漁業の振興 3.29 0.67 
ごみ・リサイクル制度の充実 3.28 0.69 
自然環境の整備 3.27 0.70 
観光客の増加 3.25 0.73 

















































































































































内閣府平成 26 年 9 月公表「環境問題に関する世論調査」
（http://survey.gov-online.go.jp/h26/h26-kankyou/2015年12月22日確認）
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